
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　子どもたちは本質的なものは何かを見抜こうとしました。しかし、限られた情報は限られたものの見方しかできません。そのため、いくつもの主張から、これから求められるよりよい未来とは何かを考えていきました。こうした活動は、ライブな世界との出会いでもあり、まさに人々の生き生きとした営みに参加する機会となりました。また子どもたちは、新聞の読みやすい紙面構成から、授業レポート作成において、自分なりに工夫したやり方を見出していきました。これまでスクラップなど情報を「受信」する立場から、「発信」する立場で紙面を吟味することで、自分の思いをいかに表現したらよいのか、内面に迫ることとなりました。
	TextField2: ･新しい情報は、常に私たちの暮らしと直結しており、心理が経済と大きく影響していることを感じた｡･ライブな情報だけでなく、これまでの傾向をも探っていくことが求められると感じた。そのためには、新聞　などから、その当時の世論なども勘案しなければ、未来を見通すことが難しいだろう。
	TextField2: ○コンビニの優勢･２０１０年１１月の販売実績の推移から、百貨店の衰退とコンビニの躍進についてとらえる｡○躍進および衰退の要因･なぜコンビが業界に進出から初めて百貨店を抜き、躍進することができたのか、問うことができる｡○追求活動･社会的背景から消費者の動向を探るとともに、流通経路を見直し、コスト削減に迫られる業界の現状を明ら　かにする｡(留意点)･広く世の中には自分たちが気づかないところに､様々な問題や人々の営みが内在していることに目を向け､そ  のまとめとしてレポートを作成する｡･生徒の追求過程を把握し､学びをその子や全体に返すことで､次時に生かせるものを記録として蓄積する｡
	TextField2: 公民的分野（経済的な分野）での実施（１０時間）
	TextField2: ･自分なりの視点をもち､世の中の動きに対して関心をもち､多面的にとらえることができたか｡･経済の仕組みを通して､現在の日本の本質的な問題は何か、問い直すことができたか｡
	TextField2: ･経済の動向をコンビニと百貨店とを比較し、今の日本経済が置かれている状況を分析する。･消費者・製造・流通・販売の仕組みを問うことができる｡
	TextField2: 未来のコンビニは百貨店を凌駕するのか
	TextField2: 社会科　第３学年８０名
	TextField2: 中学３年
	TextField2: 長田　裕次
	TextField2: 静岡大学教育学部附属静岡中学校
	TextField1: ライブな世界との出会い



